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要旨 : 

近年，海洋構造物の発展にともない，構造物の基礎工に水中コンクリートの施工例が多く

見られるようになったが，その施工にはグラウト材料が必要である。このグラウト材料に

使用するセメント，フライアシュおよび砂のうち，フライアシュは石炭の使用激減により，

また砂はグラウトとして適当な粒度のものが少ないことにより，いずれも入手が困難にな

りつつある。この対策として，当社水島製鉄所で製造している徐冷スラグの粒径５mm 以

下のものを従来のフライアシュと砂の代替として使用し，各種実験を行った。グラウト材

料としてプレパックト用および水中充填用に大別し，配合実験，流動性，強度試験を行っ

た。その結果，セメント：徐冷スラグの配合割合１：1.3～２で従来のグラウト材料に劣ら

ない成績が得られ，徐冷スラグはグラウト材料として十分使用できるという確信を得た。 

 

Synopsis : 

With the recent development of marine structures, an increasing number of structures 

are built on the foundation that uses underwater concrete. The established execution 

method using underwater concrete includes the prepacked concrete system, the 

underwater grouting system, etc., all requiring grouting materials which conventionally 

consist of cement, fly ash and sand. A drastic decline in the use of coal, however, has 

resulted in the difficulty of getting fly ash as
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